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病院情報管理 
システム関連 

要求仕様書 
の作成 
 
下記組織運営 
•仕様策定 
 委員会 
•専門部会 
•16WG 

実装協議 
・導入作業 
 
下記組織運営 
•専門部会 
•２０WG以上 
 
業者との協
議・作業立ち
会い・検証作
業 
 
診療科・部門
との調整 
 

新システム稼働（2014.1.6～） 

トラブルや不具合等への対応 

診療情報からのデータ抽出・解析業務 
・ 医学研究支援 
・ 医療の質の評価 
・ 経営管理指標 

マスタ・テンプレート登録・作成支援 

入札・ 
技術審査 

新規運用
の検討 

電子カルテ本格運用開始（2014.2.3～） 
・医師の記事入力 
・スキャン室運用（５名体制） 



新病院情報管理システムの主な構成 

電子診療録システム 
・看護記録 

オーダリング 
・処方・注射・検体検査 

・細菌検査・輸血検査 

・生理検査・放射線検査 

・手術申込・内視鏡 

・リハビリ・食事・患者基本 

・入院基本・再来予約 

・ICU予約  ・病名登録 

・DPC   ・TDM 

看護支援 
・カーデックス・ワークシート 

・看護計画 ・看護ケア 

・看護日誌 ・経過表 

部門システム 
 

・検体検査ｼｽﾃﾑ 

・細菌検査ｼｽﾃﾑ 

・輸血管理ｼｽﾃﾑ 

・薬剤部門ｼｽﾃﾑ 

・服薬指導ｼｽﾃﾑ 

・栄養管理ｼｽﾃﾑ 

・医療文書ｼｽﾃﾑ 

・看護勤務管理ｼｽﾃﾑ 

・看護携帯端末ｼｽﾃﾑ 

・材料・物流ｼｽﾃﾑ 

・リハビリｼｽﾃﾑ 

 

既存接続システム 

 
・放射線情報ｼｽﾃﾑ(RIS) 

・PSCS・ﾚﾎﾟｰﾄｼｽﾃﾑ 

・採血管準備ｼｽﾃﾑ 

・病理検査ｼｽﾃﾑ 

・バーチャル・スライド 

・調剤支援ｼｽﾃﾑ 

・自動錠剤分包機  

・総合安全管理ｼｽﾃﾑ 

・手術部門ｼｽﾃﾑ 

・手術搬送ｼｽﾃﾑ 

・集中治療部門ｼｽﾃﾑ 

・ﾅｰｽｺｰﾙｼｽﾃﾑ 

・診療情報管理ｼｽﾃﾑ 

・財務・管理会計ｼｽﾃﾑ 

接続 

I/F 

旧
シ
ス
テ
ム 

電子診療録 
・医師の診療記録 

・クリニカルパス 

・多職種連携（NST・褥瘡・地域連携） 

フルオーダリング 
・処置 ・指示 ・レジメン 

医療文書作成支援 
・診断書・退院時サマリ他 

現行システム機能改善 

接続 

I/F 

新規接続機器 

・システム 

 
・デジカメ 

・外来・病棟管理検査機器 

・救急初療システム 

・内視鏡洗浄管理システム 

 

 

新
シ
ス
テ
ム 

医事会計システム 
 

統合文書・画像管理 

システム 
・統合画像ビューワ 

・スキャンシステム 

 
部門システム 
・生理検査 ・光学診療 

・治験管理 ・血液浄化 

・高気圧酸素 ・人工心肺 

・病診連携 ・DWH 

・その他 

接続 

I/F 

接続 

I/F 

（別予算にて購入している機器） 

（別予算にて購入している機器） 
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紙媒体のスキャン運用 

スキャン依頼票 



紙文書発生からスキャン登録までの流れ 

1.  紙文書発生 

 

 

 

 

2. スキャンオーダ 

 

 

 

3.   回  収 

 

 

 

4.  スキャン 

紙文書 

依頼票 

紙文書 

依頼票 

スキャン室から9時（外来のみ）、 
13時、15時ごろに回収（平日のみ） 

緊急依頼は平日の8:30~17:00の間で  
スキャン室へ電話すると、 

スタッフが回収後、取込を実施 

スキャン室で取込（15時半回収分は当日実施） 
取込後の紙文書は、スキャン室で保管 

プリンタから出力 
通常用 緊急用 

取込済 

─ 外来・中央診療施設等 ─ 



スキャン室におけるスキャン業務 



実際に電子署名された情報 

１日の業務の最初と最後の2回生成されるPDFに対して電子署名を付与する。 



予備 テスト２ 

スキャン文書の参照方法 

予備 テスト２ 


